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じ
め
に 

 

屏
風
は
そ
の
主
題
を
一
目
の
う
ち
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
、
大
人
数
で
の
鑑
賞
が

可
能
な
形
態
で
あ
る
。
屏
風
は
調
度
品
で
あ
り
性
格
は
相
違
す
る
が
、
こ
の
点
が
、

場
面
を
少
し
ず
つ
広
げ
少
人
数
で
享
受
す
る
絵
巻
や
絵
本
と
異
な
る
。 

 

本
稿
で
取
り
上
げ
る
鉄
心
斎
文
庫
本
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」（
紙
本
著
色
、
六
曲
一

双
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、
以
下
、「
本
屏
風
」
と
呼
ぶ
）
は
近
世
の
作
品
で
、
金

地
に
濃
彩
で
『
伊
勢
物
語
』
の
四
十
五
の
場
面
が
展
開
す
る
華
や
か
な
作
品
で
あ
る

（
1
）

。 

本
屏
風
は
、
二
〇
〇
四
年
に
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文
華
館
に
て
開
催
さ
れ
た
「
鉄

心
斎
文
庫 

第
二
十
六
回
展
示
」
で
紹
介
さ
れ
た
。
ま
た
、
特
別
展
示
「
伊
勢
物
語

の
か
が
や
き
―
鉄
心
斎
文
庫
の
世
界
―
」
（
主
催
・
会
場:

国
文
学
研
究
資
料
館
、
二

〇
一
七
年
十
月
）
で
も
展
示
さ
れ
た
。
前
出
の
「
鉄
心
斎
文
庫 

第
二
十
六
回
展
示
」

に
伴
い
発
行
さ
れ
た
図
録

（
2
）

に
お
い
て
、
既
に
山
本
登
朗
氏
が
本
屏
風
の
概
要
や
各
場

面
の
比
定
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
美
術
史
の
立
場
か

ら
、
画
面
の
分
析
お
よ
び
同
時
代
の
絵
画
と
の
比
較
に
重
点
を
置
き
、
本
屏
風
の
性

格
を
提
示
し
た
い
。 

１
、
伊
勢
物
語
絵
と
屏
風 

ま
ず
、
伊
勢
物
語
絵
（
『
伊
勢
物
語
』
を
絵
画
化
し
た
も
の
）
の
歴
史
と
、
伊
勢
物

語
絵
の
屏
風
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く

（
3
）

。
十
一
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
『
源
氏
物
語
』

に
伊
勢
物
語
絵
巻
の
記
述
が
あ
り
、『
伊
勢
物
語
』
は
成
立
後
ま
も
な
く
絵
画
化
さ
れ

鑑
賞
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
存
最
古
の
伊
勢
物
語
絵
の
遺
品
は
鎌
倉

時
代
の
も
の
で
、
墨
の
繊
細
な
線
描
を
生
か
し
た
「
梵
字
経
刷
白
描
伊
勢
物
語
絵
巻

断
簡
」
（
諸
家
分
蔵
）
や
、
濃
彩
で
描
か
れ
た
装
飾
的
な
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」
（
和
泉

市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
が
伝
わ
る
。
続
く
室
町
時
代
か
ら
桃
山
時
代
に
か
け
て

は
、
場
面
選
択
や
構
図
が
共
通
す
る
二
つ
の
系
統
（
大
英
図
書
館
本
系
統
、
チ
ェ
ス

タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
図
書
館
本
系
統
）
の
伊
勢
物
語
絵
巻
、
絵
本
な
ど
が
知
ら
れ
て
い

る
。
近
世
の
伊
勢
物
語
絵
史
上
の
転
機
は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
、
四
十
九
図

の
絵
入
り
豪
華
本
「
嵯
峨
本
伊
勢
物
語
」（
以
下
、
嵯
峨
本
）
が
初
め
て
出
版
と
い
う
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形
で
世
に
出
た
こ
と
で
、
そ
れ
以
後
、
伊
勢
物
語
絵
の
享
受
相
が
大
き
く
広
が
り
、

嵯
峨
本
を
踏
襲
し
た
絵
が
大
半
を
占
め
て
ゆ
く
。 

 

小
画
面
か
ら
大
画
面
へ
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
室
町
時
代
に
な
り
伊
勢
物
語
絵
が

襖
絵
や
屏
風
絵
に
室
内
装
飾
画
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
、
ま
た
『
看
聞

御
記
』
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
十
月
二
六
日
条
の
「
障
子
色
紙 

源
氏
伊
勢
物
語

等
画
図 

為
常
御
所
」
の
記
事
か
ら
、
伏
見
宮
貞
成
親
王
を
迎
え
る
勧
修
寺
邸
で
の

会
所
の
座
敷
飾
り
と
し
て
、
源
氏
物
語
絵
と
と
も
に
伊
勢
物
語
絵
が
色
紙
に
描
か
れ

障
子
に
貼
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
仲
町
啓
子
氏
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
4
）

。 

 

現
在
、
貼
交
で
は
な
く
一
隻
に
一
場
面
あ
る
い
は
複
数
の
場
面
を
描
く
近
世
の
伊

勢
物
語
絵
の
屏
風
と
し
て
、
狩
野
派
、
土
佐
派
、
琳
派
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
画
派
に
よ

る
作
例
が
知
ら
れ
る

（
5
）

。
こ
れ
ら
の
作
例
と
本
屏
風
の
間
に
直
接
的
な
関
係
は
見
出
せ

な
い
が
、
図
様
の
近
似
性
が
認
め
ら
れ
る
作
品
と
し
て
、
大
本
山
永
平
寺
所
蔵
の
「
伊

勢
物
語
図
屏
風
」（
紙
本
著
色
、
六
曲
一
双
、
以
下
、「
永
平
寺
本
伊
勢
屏
風
」
）
を
指

摘
し
た
い
。
こ
の
永
平
寺
本
伊
勢
屏
風
は
岩
の
陰
影
法
な
ど
の
描
写
か
ら
、
江
戸
時

代
前
期
、
狩
野
派
に
よ
る
制
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
6
）

。
後
に
検
討
の
俎
上
に
載
せ
る
。 

 

２
、
場
面
と
構
図 

  

本
屏
風
は
、
四
十
五
場
面
に
比
定
で
き
（
39
頁
）
、
各
場
面
は
、
山
や
水
景
、
樹

木
、
金
雲
、
金
霞
な
ど
に
よ
り
区
切
ら
れ
る
。
概
ね
、
右
隻
に
物
語
の
前
半
、
左
隻

に
後
半
の
章
段
が
配
さ
れ
る
。
た
だ
、
章
段
を
確
定
し
難
い
の
が
、
左
隻
第
三
、
四

扇
上
部
の
場
面
（
図
１
右
部
分
）
で
あ
る
。
左
の
第
七
十
八
段
「
山
科
の
禅
師
の
み 

 

 

右隻 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左隻 
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こ
」
の
方
へ
向
か
う
が
、
間
に
川
が
あ
り
、
主
人
公

の
装
束
も
異
な
る
。
水
際
と
手
を
か
ざ
す
主
人
公
一

行
と
い
う
モ
チ
ー
フ
か
ら
、
船
は
描
か
れ
な
い
が
第

六
十
六
段
「
難
波
津
」
を
比
定
し
て
お
き
た
い
。
な

お
、
「
難
波
津
」
は
嵯
峨
本
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。 

 

本
屏
風
の
構
図
と
し
て
は
、
物
語
に
登
場
す
る
山
、

例
え
ば
富
士
山
や
浅
間
の
嶽
は
右
隻
、
生
駒
山
は
左

隻
だ
が
、
い
ず
れ
も
上
方
す
な
わ
ち
遠
景
に
配
す
る

（
7
）

。

ま
た
、
雲
や
霞
は
金
箔
、
上
部
の
山
の
端
は
金
砂
子

を
用
い
て
画
面
に
輝
き
の
変
化
を
つ
け
遠
近
感
を
表

出
し
、
名
峰
の
姿
を
強
調
す
る
。
一
方
、
画
面
下
方

の
前
景
に
は
金
雲
と
と
も
に
重
な
る
山
々
や
樹
々
を

描
き
、
画
面
に
奥
行
と
遠
近
感
が
生
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
下
方
の
山
々
は
物
語

に
登
場
し
な
い
無
名
の
そ
れ
で
あ
る
。
同
じ
手
法
を
と
る
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
に
、

中
町
啓
子
氏
が
紹
介
さ
れ
た
、
土
佐
派
の
絵
師
に
よ
る
二
曲
一
隻
の
桃
山
時
代
の
屏

風
が
あ
る

（
8
）

。 

 

続
い
て
建
築
物
は
特
に
左
隻
で
顕
著
だ
が
、「
ハ
の
字
型
」
に
配
置
さ
れ
る
。
末
広

が
り
の
安
定
感
に
支
え
ら
れ
、
屏
風
中
央
の
空
間
に
多
く
の
場
面
を
描
き
込
め
る
。

そ
し
て
、
山
本
登
朗
氏
が
「
ひ
と
つ
づ
き
の
家
屋
が
い
く
つ
か
の
章
段
の
舞
台
と
し

て
併
用
さ
れ
た
り
、
ひ
と
つ
の
水
面
が
海
辺
の
章
段
や
河
辺
の
章
段
に
併
用
さ
れ
た

り
、
数
多
く
の
場
面
が
入
れ
子
の
よ
う
に
巧
妙
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘

さ
れ
る

（
9
）

よ
う
に
、
合
理
的
な
方
法
を
採
っ
て
い
る
。 

章段比定図 右隻（出典：「伊勢物語のかがやき」展図録） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

章段比定図 左隻（出典：同上） 

 
図１ 
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し
か
し
、
各
場
面
を
区
切
る
山
や
金
雲
、
さ
ら
に
金
地
の
地
面
に
大
き
な
ス
ペ
ー

ス
を
割
き
す
ぎ
る
余
り
、
空
間
処
理
に
難
が
あ
る
場
面
も
あ
る
。
例
え
ば
、
右
隻
第

六
扇
の
第
二
十
七
段
と
第
四
十
五
段
の
そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
公
の
男
は
か
な
り
接
近
し
、

両
者
の
間
に
竹
垣
を
描
く
も
の
の
窮
屈
に
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
左
隻
第
五
扇
の
第

九
十
三
段
「
た
か
き
い
や
し
き
」
や
第
九
十
五
段
「
へ
だ
つ
る
関
」
は
、
同
じ
部
屋

で
の
出
来
事
を
異
な
る
角
度
か
ら
捉
え
た
も
の
で
、
不
自
然
な
感
は
否
め
な
い
。
こ

れ
は
後
述
す
る
、
筆
者
と
享
受
者
（
制
作
背
景
）
の
問
題
に
関
わ
っ
て
こ
よ
う
。 

 

３
、
嵯
峨
本
と
の
関
係 

  

本
屏
風
は
、
基
本
的
に
は
嵯
峨
本
の
図
様
を
踏
襲
し
て
い
る
が
、
嵯
峨
本
四
十
九

図
の
内
、
本
屏
風
に
な
い
段
は
五
図
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
二
十
二
段
「
千
夜
を
一
夜

に
」
、
第
二
十
三
段
「
高
安
の
女
」
、
第
二
十
四
段
「
梓
弓
」
、
第
四
十
一
段
「
緑
衫
の

袍
を
運
ぶ
・
洗
ひ
張
り
」
、
第
百
二
十
五
段
「
つ
ひ
に
行
く
道
」
で
あ
る
。 

 

画
面
形
態
か
ら
見
る
と
、
嵯
峨
本
は
縦
長
だ
が
、
本
屏
風
で
は
、
横
長
、
方
形
、

Ｌ
字
型
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
に
応
用
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば
第
七
段
「
か

へ
る
波
」
の
よ
う
に
、
登
場
人
物
を
増
や
す
例
や
、
第
八
段
「
浅
間
の
嶽
」
の
よ
う

に
、
反
転
し
て
印
象
を
変
え
る
例
が
あ
る
。 

 

一
方
、
本
屏
風
に
は
、
嵯
峨
本
と
異
な
る
図
様
が
あ
る
。
そ
れ
は
第
六
十
三
段
「
つ

く
も
髪
」
（
図
２
）
で
、
他
の
伊
勢
物
語
絵
に
も
見
ら
れ
な
い
特
異
な
も
の
で
あ
る
。

嵯
峨
本
（
図
３
）
を
始
め
諸
本
は
、
室
内
の
男
を
女
（
老
女
）
が
垣
間
見
す
る
場
面

だ
が
、
本
屏
風
は
、
男
が
簀
子
か
ら
室
内
の
女
を
垣
間
見
し
て
お
り
、
男
女
が
逆
転

し
て
い
る
。
本
屏
風
は
、
嵯
峨
本
の
あ
と
に
展
開
す
る
場
面
、
す
な
わ
ち
男
が
自
宅

を
訪
れ
る
と
知
っ
た
女
が
慌
て
て
自
宅
に
戻
り
横
に
な
っ
た
、
そ
れ
を
男
が
垣
間
見

し
て
い
る
と
、
女
が
嘆
き
な
が
ら
「
さ
む
し
ろ
に
…
」
の
歌
を
詠
む
場
面
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
本
屏
風
で
は
女
は
横
に
な
ら
ず
、
物
語
の
時
間
的
な
推
移
は
正
確
に
は
絵

画
化
さ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
建
物
の
す
ぐ
下
方
の
、
従
者
を
連
れ
た
人
物
（
図

２
下
方
）
に
つ
い
て
、
他
の
章
段
に
帰
属
す
る
モ
チ
ー
フ
が
な
い
点
、
女
を
垣
間
見

す
る
男
と
烏
帽
子
・
狩
衣
も
同
じ
点
か
ら
、
女
の
も
と
を
訪
れ
る
主
人
公
を
異
時
同

図
法
で
描
い
た
と
解
釈
し
た
い
。
つ
ま
り
、
本
屏
風
で
は
、
嵯
峨
本
と
男
女
を
逆
転

さ
せ
る
改
変
を
行
っ
た
た
め
、
説
明
的
な
描
写
を
加
え
た
の
で
は
な
い
か
。 

 

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
改
変
を
行
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
女

が
積
極
的
に
男
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
は
し
た
な
い
と
す
る
儒
教
的
な
思
想
が

背
景
に
あ
る
た
め
に
、
本
屏
風
で
は
女
が
「
待
つ
」
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と

 
図２ 

 

 
図３ 
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考
え
る
。
制
作
背
景
に
つ
い
て
は
、
既
に
山
本
登
朗
氏
が
、「
全
体
に
豪
華
な
金
地
で

飾
ら
れ
た
こ
の
屏
風
は
、
高
い
身
分
の
家
の
婚
礼
な
ど
の
た
め
に
作
ら
れ
た
可
能
性

が
大
き
い
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
第
六
十
三
段
の
女
が
「
待
つ
女
」
に
改
変
さ
れ
て
い

る
点
、
第
百
二
十
五
段
「
つ
ひ
に
行
く
道
」
の
臨
終
の
場
面
が
な
い
点
か
ら
も
、
筆

者
も
嫁
入
り
本
な
ど
の
慶
事
を
想
定
し
た
い
。 

 

４
、
風
俗
画
と
の
関
連 

  

本
屏
風
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
風
俗
画
と
の
関
連
が
あ
る
。
第
二
十
三
段
―
一

の
「
筒
井
筒
」
に
当
世
風
の
衣
装
を
着
用
し
た
人
物
が
多
数
加
え
ら
れ
、
嵯
峨
本
に

な
か
っ
た
要
素
が
意
図
的
に
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
山
本
登
朗
氏
が
既
に
指
摘
さ

れ
て
い
る

（
10
）

。
嵯
峨
本
（
図
４
）
は
井
桁
か
ら
井
戸
を
の
ぞ
き
込
む
幼
い
男
女
二
人
の

み
で
、
上
方
に
は
暖
簾
の
か
か
っ
た
建
物
の
壁
が
あ
り
、
物
語
の
舞
台
と
な
っ
た
田

舎
の
様
子
を
表
す
。
そ
れ
に
対
し
、
本
屏
風
（
図
５
）
で
は
、
登
場
人
物
も
総
計
十

四
人
に
及
び
、
建
物
も
増
え
る
。
主
役
の
子
ど
も
の
右
に
立
つ
女
性
が
振
り
分
け
髪

の
長
さ
を
測
る
よ
う
な
素
振
り
を
見
せ
る
の
は
、
和
歌
の
内
容
を
表
し
て
い
る
た
め

だ
ろ
う
。
左
の
群
像
も
、
主
役
の
子
ど
も
の
方
へ
歩
み
を
進
め
、
指
差
し
て
、
鑑
賞

者
の
視
線
を
主
役
の
二
人
に
誘
導
す
る
。
ま
た
、
建
物
の
中
か
ら
、
暖
簾
越
し
に
そ

の
さ
ま
を
眺
め
る
女
性
（
図
６
）
も
描
か
れ
る
。 

 

こ
こ
で
、
先
述
し
た
永
平
寺
本
伊
勢
屏
風
を
見
よ
う
。
右
隻
に
初
段
「
み
ち
の
く

の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
」
、
第
二
十
三
段
「
筒
井
筒
」
、
続
い
て
第
二
十
三
段
の
「
立
田

越
え
」
の
三
場
面
、
左
隻
に
第
十
四
段
「
く
た
か
け
」
、
第
百
六
段
「
龍
田
川
」
の
二

場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。「
筒
井
筒
」
で
は
、
主
役
の
二
人
の
ほ
か
に
、
井
戸
に
歩
み

寄
る
女
と
そ
れ
を
暖
簾
の
陰
か
ら
覗
く
子
供
（
図
７
）
が
描
か
れ
る
が
、
女
は
右
手

 
図６ 

 

 
図７

 
図４ 

 

 

図５ 
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を
主
役
二
人
に
向
け
た
説
明
的
な
描
写
で
あ
る
。
ま
た
、
暖
簾
の
陰
か
ら
覗
く
図
様

も
、
本
屏
風
と
共
通
す
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
な
お
、
暖
簾
の
陰
か
ら
屋
外
を
覗
く

人
物
の
モ
チ
ー
フ
は
、「
洛
中
洛
外
図
屏
風
」
に
も
散
見
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
十
七
世

紀
前
半
の
制
作
に
な
る
岩
佐
又
兵
衛
の
「
舟
木
本
洛
中
洛
外
図
屏
風
」（
国
宝
、
東
京

国
立
博
物
館
蔵
）
の
左
隻
第
一
扇
の
中
央
部
分
、
五
条
通
に
て
商
店
が
軒
を
連
ね
る

中
に
、
女
性
が
暖
簾
の
陰
か
ら
往
来
を
眺
め
て
い
る
描
写
が
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
本
屏
風
の
肩
車
さ
れ
る
子
ど
も
（
図
８
）
も
風
俗
画
に
見
ら
れ
る
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
十
七
世
紀
制
作
の
「
阿
国
歌
舞
伎
図
屏
風
」（
出
光
美
術
館
蔵
）

の
阿
国
の
舞
台
を
見
る
群
衆
の
中
に
、
肩
車
の
子
供
（
図
９
）
が
い
る
。
本
屏
風
と

同
様
、
両
肩
に
跨
ら
ず
、
右
肩
だ
け
に
足
を
揃
え
乗
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
阿
国
の

舞
台
を
指
さ
す
人
々
が
描
か
れ
て
鑑
賞
者
の
視
線
を
舞
台
へ
と
誘
う
。
こ
の
よ
う
に
、

本
屏
風
は
、
説
明
的
で
動
き
の
あ
る
表
現
を
風
俗
画
か
ら
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
画

面
に
活
気
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。 

 

加
え
て
、
永
平
寺
本
伊
勢
屏
風
と
の
図
様
の
共
通
性
で
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
第
十

四
段
「
く
た
か
け
」
で
あ
る
。
こ
の
段
に
つ
い
て
は
仲
町
啓
子
氏
が
以
下
の
よ
う
に

指
摘
さ
れ
て
い
る

（
11
）

。
そ
れ
は
、
鎌
倉
期
の
作
品
と
桃
山
時
代
制
作
の
土
佐
派
に
よ
る

「
屏
風

（
12
）

」
お
よ
び
「
如
慶
本
」（
住
吉
如
慶
筆
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」
東
京
国
立
博
物
館

蔵
）
に
は<

見
送
る
女>

が
描
か
れ
、
さ
ら
に
「
久
保
惣
本
」
と
「
屏
風
」
及
び
「
如

慶
本
」
で
は
女
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
〈
振
り
返
る
男
〉
が
描
か
れ
る
と
い
う
指
摘

で
あ
る
。
嵯
峨
本
（
図
10
）
で
は
、
女
は
室
内
を
向
き
、
男
は
振
り
返
ら
な
い
。
一

方
、
本
屏
風
（
図
11
）
で
は
、
振
り
返
ら
な
い
男
に
女
が
室
内
か
ら
視
線
を
送
る
。

本
屏
風
の
よ
う
な<

見
送
る
女>

と<

振
り
返
る
男>

は
、
永
平
寺
本
伊
勢
屏
風
、
原
本

が
鎌
倉
時
代
に
遡
る
「
異
本
伊
勢
物
語
絵
巻
」
（
天
保
九
年
〈
一
八
三
八
〉
、
狩
野
養

信
ほ
か
模
写
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
、「
伊
勢
物
語
絵
本
」（
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ

図
書
館
蔵
）
な
ど
に
も
見
出
せ
、
片
や
男
は
つ
れ
な
く
片
や
女
は
未
練
が
あ
る
と
い

う
本
段
の
内
容
を
直
接
的
に
表
現
し
た
描
写
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

次
に
、
当
世
風
俗
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
本
屏
風
第
八
十
七
段
「
海
士
の
漁
火
」

 
図８ 

 

 
図９ 

 
図 10 

 

 
図 11 
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で
、
舟
に
乗
る
海
士
の
髪
型
は
月
代
を
剃
り
、
髷
を

結
っ
た
当
世
風
俗
と
し
て
描
か
れ
る
（
図
12
）
。
当

世
風
俗
を
描
く
伊
勢
物
語
絵
に
、
十
七
世
紀
初
頭
制

作
の
「
伊
勢
物
語
絵
巻
」（
ス
ペ
ン
サ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
蔵
）
が
あ
り
、
初
段
、
四
十
四
段
、
六
十
九
段
、

百
七
段
に
当
世
風
俗
の
描
写
が
あ
る
。
例
え
ば
、
初

段
で
は
、
馬
上
の
二
人
は
髷
を
結
い
、
脇
差
を
帯
び

て
小
袖
に
袴
を
纏
い
、
近
世
の
武
家
の
姿
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
狩
に
従
う
従
者
た
ち
が
南
蛮
風

の
帽
子
を
被
り
、
十
六
世
紀
末
の
異
文
化
へ
の
動
向
が
窺
わ
れ
る
と
指
摘
さ
れ
る

（
13
）

。

こ
の
よ
う
に
、
風
俗
表
現
に
時
代
性
が
反
映
さ
れ
た
伊
勢
物
語
絵
の
一
例
と
し
て
も

本
屏
風
は
重
要
で
あ
る
。
当
世
風
俗
を
描
く
こ
と
で
、
遠
い
王
朝
の
物
語
で
は
な
く
、

鑑
賞
者
に
と
っ
て
親
近
感
の
湧
く
作
品
と
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。 

 

５
、
モ
チ
ー
フ
の
表
現
に
つ
い
て 

  

人
物
表
現
に
つ
い
て
だ
が
、
ま
ず
、
主
人
公
の
男
は
、
衾
と
冠
束
帯
を
除
い
て
装

束
か
ら
三
種
に
分
け
ら
れ
、
一
見
し
て
そ
れ
と
分
か
る
。
具
体
的
に
は
、
第
一
に
、

烏
帽
子
狩
衣
（
第
十
四
段
「
く
た
か
け
」
、
図
13
ほ
か
）
で
、
緑
色
の
狩
衣
に
は
、

金
泥
で
忍
草
文
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
冠
直
衣
（
第
九
段
「
八
橋
」
、
図
14

ほ
か
）
で
、
薄
縹
の
直
衣
に
は
三
重
襷
文
が
描
か
れ
る
。
第
三
に
冠
直
衣
（
第
九
段

「
宇
津
の
山
」
、
図
15
ほ
か
）
で
、
白
い
直
衣
に
臥
蝶
丸
文
ら
し
き
文
様
が
描
か
れ

る
。
女
性
の
装
束
や
几
帳
の
紋
様
も
華
や
か
で
、
金
泥
も
用
い
た
装
飾
も
な
さ
れ
る
。 

 

顔
貌
表
現
は
、
主
人
公
や
女
は
白
く
塗
り
、
頬
と
本
来
の
眉
の
辺
り
に
赤
み
を
さ

す
。
唇
も
赤
く
、
真
ん
中
に
墨
線
を
ひ
く
。
鼻
に
つ
い
て
は
、
高
貴
な
人
物
の
横
顔

で
あ
っ
て
も
鼻
梁
を
描
く
場
合
も
あ
り
、
小
鼻
も
描
く
。
ま
た
目
は
、
上
瞼
、
下
瞼

と
も
あ
り
、
瞳
を
点
じ
て
い
る
。
男
の
顔
が
細
長
い
卵
型
の
も
の
（
第
百
一
段
「
あ

や
し
き
藤
の
花
」
、
図
16
）
、
四
角
型
の
も
の
（
第
七
十
八
段
「
山
科
の
禅
師
の
み
こ
」
、

 
図 12 

 
図 13 

 

図 14 

 
図 15 

 

 
図 16 
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図
17
）
な
ど
あ
り
、
目
じ
り
の
上
が
り
方
の
角
度
な
ど
か
ら
見
て
も
、
少
な
く
と
も

二
種
類
の
手
が
考
え
ら
れ
る
。
従
者
た
ち
も
表
情
豊
か
（
第
七
段
「
か
へ
る
波
」
、
図

18
）
で
、
活
き
活
き
と
し
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
人
物
の
表
現

に
つ
い
て
、
例
え
ば
第
五
十
段
「
行
く
水
に
数
か
く
」
の
筆
を
握
る
女
の
手
（
図
19
）

の
よ
う
に
、
形
状
が
破
綻
し
て
い
る
例
も
挙
げ
ら
れ
、
技
量
不
足
の
点
も
見
受
け
ら

れ
る
。 

 

自
然
表
現
に
は
意
を
尽
く
し
、
複
数
の
種
類
の
樹
木
の
葉
を
丁
寧
に
描
き
分
け
る

（
右
隻
第
二
扇
下
部
、
図
20
）
。
葉
叢
は
濃
い
緑
の
上
に
白
緑
で
立
体
感
や
陰
影
を

つ
け
、
岩
に
は
点
苔
も
施
さ
れ
る
。 

 

ま
た
、
本
屏
風
の
漢
画
的
な
要
素
と
し
て
、
ま
ず
岩
の
表
現
が
あ
る
。
な
だ
ら
か

な
山
が
多
い
中
で
、
第
九
段
「
宇
津
の
山
」
の
岩
（
図
21
）
、
第
六
十
六
段
「
難
波

津
」
の
太
湖
石
の
よ
う
な
岩
が
ア
ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
、
画
中
画
（
表

１
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
唐
紙
を
除
く
屏
風
や

壁
貼
付
を
見
る
と
、
水
墨
山
水
図
、
水
墨
波

濤
図
、
淡
彩
浜
松
図
、
淡
彩
秋
草
図
が
あ
る
。

特
に
、
第
百
一
段
「
あ
や
し
き
藤
の
花
」（
図

22
）
の
壁
貼
付
の
水
墨
山
水
画
は
特
に
滲
み

を
生
か
し
た
潤
い
あ
る
南
宋
の
水
墨
画
風
で

あ
る
。 

 

水
流
に
つ
い
て
、
特
に
第
七
十
八
段
「
山

科
の
禅
師
の
み
こ
」
の
邸
宅
の
前
の
水
流
（
図

23
）
に
注
目
す
る
と
、
ま
ず
霞
型
で
蛇
行
し

た
形
態
が
縁
ど
ら
れ
、
そ
の
中
に
、
楕
円
型

の
同
心
円
の
よ
う
な
水
紋
が
描
か
れ
る
。
こ

 
図 17 

 

 
図 18 

 
図 21 

 
図 19 

 

 
図 20 
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こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
～
一
七
一
六
）
の
国
宝
「
紅
白
梅

図
屏
風
」（
二
曲
一
双
、
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）
で
あ
る
。
右
隻
に
紅
梅
、
左
隻
に
白
梅

を
、
中
央
に
満
々
と
水
を
湛
え
る
水
流
を
置
く
。
こ
の
水
流
が
、「
光
琳
波
」
と
称
さ

れ
る
装
飾
的
な
文
様
で
あ
る
。
本
屏
風
と
直
接
的
な
影
響
関
係
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、

本
屏
風
に
は
こ
の
光
琳
波
の
如
き
意
匠
的
な
表
現
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

続
い
て
、
第
十
二
段
「
武
蔵
野
」
の
秋
草
は
、
ハ
ギ
や
キ
キ
ョ
ウ
、
フ
ジ
バ
カ
マ

を
組
み
合
わ
せ
た
叢
が
点
在
し
、
叢
の
根
元
に
は
淡
く
土
坡
が
表
現
さ
れ
る
（
図
24
）
。

こ
こ
で
比
較
し
た
い
の
が
、
「
伊
年
」
印
を
持
つ
十
七
世
紀
の
制
作
に
な
る
、
「
四
季

草
花
図
屏
風
」
で
あ
る
。
「
伊
年
」
印
の
捺
さ
れ
た
草
花
図
屏
風
の
作
例
は
多
い
が
、

俵
屋
宗
達
の
工
房
で
商
標
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
伊
年
印
の

草
花
図
の
時
代
的
な
変
遷
と
し
て
、
背
景
に
何
も
な
く
草
花
が
ほ
ぼ
均
等
に
配
置
さ

れ
る
も
の
か
ら
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
複

数
の
組
の
草
花
の
根
元
を
揃
え
て
配
置
し
て

地
面
の
存
在
を
暗
示
し
、
さ
ら
に
土
坡
や
霞

が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る

（
14
）

。
本
屏
風
の
秋
草
に
も
土
坡
が
あ
り
、

植
物
の
描
写
も
定
型
化
が
進
ん
だ
時
代
の
作

例
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

最
後
に
、
本
屏
風
の
最
大
の
問
題
点
と
し

て
主
要
モ
チ
ー
フ
の
欠
如
が
あ
る
。
第
一
に
、

第
四
段
「
西
の
対
」
の
月
。
ち
な
み
に
、
第

六
十
九
段
「
君
や
来
し
」
に
も
描
か
れ
な
い
。

第
二
十
九
段
「
花
の
賀
」
で
は
嵯
峨
本
同
様
月
が
描
か
れ
、
屏
風
に
月
が
複
数
あ
る

の
を
避
け
、
上
方
に
配
置
さ
れ
た
「
花
の
賀
」
で
代
表
さ
せ
た
可
能
性
も
あ
る

（
15
）

。
し

か
し
、
第
九
段
―
四
の
「
隅
田
川
」
の
都
鳥
、
第
四
十
五
段
「
ゆ
く
蛍
」
の
蛍
、
第

八
十
段
「
衰
ヘ
た
る
家
の
藤
」
の
藤
の
花

（
16
）

と
い
っ
た
、
必
須
の
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ

な
い
の
は
不
審
が
残
る
。
一
部
の
建
築
物
や
人
物
描
写
に
技
量
不
足
が
あ
る
点
と
も

合
わ
せ
、
主
要
モ
チ
ー
フ
の
重
要
性
を
絵
師
が
理
解
せ
ず
削
っ
て
し
ま
っ
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
。
本
屏
風
の
筆
者
は
町
絵
師
や
そ
の
工
房
に
よ
る
も
の
、

享
受
者
は
町
衆
や
豪
商
を
想
定
し
た
い
。 

 

 

 
図 22 

 

 

 
図 23 

 
図 24 
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お
わ
り
に 

  

本
屏
風
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
四
十
五
場
面
を
配
し
、
金
を
多
用
し
た
華
や
か
な
作

例
で
あ
る
。
顔
貌
や
装
束
や
樹
木
、
草
花
、
画
中
画
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
も
丁
寧
に
描

い
て
い
る
。
本
屏
風
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
嵯
峨
本
を
踏
襲
し
つ
つ
、
風
俗
画
の

要
素
や
当
世
風
俗
、
さ
ら
に
独
自
の
図
様
も
取
り
こ
ん
だ
点
が
あ
る
。
そ
の
結
果
、

説
明
的
で
、
親
し
み
や
す
い
作
品
と
な
っ
た
。
空
間
処
理
の
不
自
然
さ
が
一
部
に
見

ら
れ
る
た
め
、
町
絵
師
や
そ
の
工
房
が
筆
者
と
し
て
、
ま
た
豪
商
や
町
衆
な
ど
の
慶

事
が
制
作
の
背
景
と
し
て
想
定
さ
れ
る
。
最
後
に
、
制
作
年
代
は
、
意
匠
化
が
進
ん

だ
十
八
世
紀
、
江
戸
中
期
ご
ろ
と
考
え
る
。 

 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
屏
風
は
単
な
る
嵯
峨
本
の
踏
襲
に
は
留
ま
ら
な
い
、

近
世
に
お
け
る
伊
勢
物
語
絵
の
享
受
の
一
端
を
語
る
作
例
で
あ
る
。 

 [

注]
 

(

1)
 

法
量
は
、
各
縦
一
五
六
・
〇
㎝
、
横
三
五
六
・
〇
㎝
。 

(

2)

『
鉄
心
斎
文
庫
所
蔵 

芦
澤
新
二
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
Ⅵ 

「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」

の
世
界
』
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
文
華
館
、
二
〇
〇
四
年
。 

(

3)
 

伊
藤
敏
子
『
伊
勢
物
語
絵
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
四
年
）
、
羽
衣
国
際
大
学
日

本
文
化
研
究
所
編
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
研
究
篇
・
資
料
篇
（
角
川
学

芸
出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
。 

(

4)
 

仲
町
啓
子
「
室
町
か
ら
江
戸
初
期
の
伊
勢
物
語
絵
制
作
」
（
山
本
登
朗
編
『
伊

勢
物
語 

享
受
の
展
開
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
。 

(

5)

『
東
洋
絵
画
の
精
華
―
ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
』

（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
一
九
九
八
年
）
、
『
幻
の
宮 

伊
勢
斎
宮
』
（
斎
宮
歴

史
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）
、『
特
別
展 

伊
勢
物
語 

雅
と
恋
の
か
た
ち
』（
和

泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
）
、『
王
朝
の
恋
―
描
か
れ
た
伊
勢
物

語
』
（
出
光
美
術
館
、
二
〇
〇
八
年
）
、
『
源
氏
絵
と
伊
勢
絵
―
描
か
れ
た
恋
物

語
』（
出
光
美
術
館
、
二
〇
一
三
年
）
な
ど
参
照
。
他
に
、「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」

（
江
戸
時
代
前
期
、
六
曲
一
双
、
紙
本
金
地
著
色
、
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

旧
蔵
）
が
あ
る
。 

(

6)

『
大
本
山
永
平
寺 

所
蔵
絵
画
の
名
品
展
』
（
福
井
県
立
美
術
館
、
二
〇
〇
二

年
）
、
『
特
別
展 

伊
勢
物
語 

雅
と
恋
の
か
た
ち
』
（
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美

術
館
、
二
〇
〇
七
年
）
。 

(

7)
 

例
外
的
に
、「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」（
十
七
世
紀
後
半
、
八
曲
一
隻
、
根
津
美
術

館
蔵
）
で
は
、
富
士
山
は
第
三
、
四
扇
の
画
面
の
中
程
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。 

(

8)
 

仲
町
啓
子
「
近
世
初
期
の
伊
勢
物
語
図
屏
風
に
つ
い
て
」
（
『
古
美
術
』
九
七
、

一
九
九
一
年
）
、
前
掲
注
４
仲
町
氏
論
文
。 

(

9)
 

前
掲
注
２
図
録
。 

(

10)
 

前
掲
注
２
図
録
。 

(
11)

 

前
掲
注
４
仲
町
氏
論
文
。 

(

12)
 

前
掲
注
４
、
注
８
仲
町
氏
論
文
に
て
紹
介
さ
れ
た
桃
山
時
代
、
土
佐
派
系
の
絵

師
に
よ
る
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
（
二
曲
一
隻
、
個
人
蔵
）
を
指
す
。 

(

13)
 

前
掲
注
３
『
伊
勢
物
語
絵
巻
絵
本
大
成
』
研
究
篇
の
河
田
昌
之
氏
解
説
。 
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(
14)
『
大
琳
派
展 

継
承
と
変
奏
』
（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
）
作
品
番

号
Ⅰ-

66
「
四
季
草
花
図
屏
風
」
の
田
沢
裕
賀
氏
解
説
。 

(

15)

「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
（
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
）
で
は
、
月
は
二
場
面
（
第
四

段
「
西
の
対
」
、
第
六
十
九
段
―
二
「
君
や
来
し
」
）
に
描
か
れ
る
。
こ
の
屏
風

に
つ
い
て
は
、
木
戸
久
仁
子
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
伊
勢
物
語
図
屏
風
に
つ
い

て
―
第
百
二
十
一
段
を
中
心
に
―
」
（
『
三
重
大
学 

日
本
語
学
文
学
』
一
二
、

二
〇
〇
一
年
）
参
照
。 

(

16)

藤
の
花
の
瓶
を
描
か
な
い
伊
勢
物
語
絵
と
し
て
、
大
英
国
書
館
本
系
統
な
ど
が

あ
る
。 

謝
辞 本

稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
主
催
の
平
成
三
十
年
度
地
域
資
料
専
門
部
会
委
員
会
議
（
平

成
三
十
年
五
月
三
十
一
日
）
の
調
査
収
集
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
魅
惑
の
鉄
心
斎
文
庫
―
伊
勢
物
語

の
〈
文
化
史
〉
（
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
鉄
心
斎
文
庫
伊
勢
物
語
資
料
の
基
礎
的
研

究
」
の
研
究
成
果
と
し
て
）
に
お
け
る
発
表
に
基
づ
く
。
席
上
及
び
基
幹
研
究
の
研
究
会
に
て

貴
重
な
ご
助
言
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
本
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
服
飾
表
現
に
つ
い
て
は
、
伊
永
陽
子
氏
（
文
化
学
園
大
学 

文

化
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
研
究
機
構 

共
同
研
究
員
）
に
ご
教
示
を
賜
り
、
「
伊
勢
物
語
図
屏
風
」
（
斎

宮
歴
史
博
物
館
蔵
）
の
調
査
に
お
い
て
は
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
の
岸
田
早
苗
氏
、
榎
村
寛
之
氏

に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
本
稿
の
図
版
掲
載
に
あ
た
り
、
出
光
美
術
館
、
大
本
山
永
平
寺
、
和
泉
市
久
保
惣

記
念
美
術
館
の
各
位
に
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
な
お
、
嵯
峨
本
の
画
像
は
国
立
公
文
書
館
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
（
特
０
６
０
―
０
０
１
７
）
に
よ
り
ま
す
。
こ
こ
に
記
し
て
深
甚
な
る
謝

意
を
表
し
ま
す
。 
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